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2020年度 第3四半期決算は、主にP&S事業、P&H事業が好調に推移し、前回公表時の想定を上回り、
対前年で⼤幅な増益となりました。

【2020年度 第3四半期実績】
・P&S事業:

在宅勤務向けSOHO製品への需要の継続に加え、消耗品の想定以上の回復により⼤幅増益
・P&H事業:    

家庭⽤ミシンでの⼿作り需要が継続し、普及機を中⼼に販売が増加したことにより、⼤幅な増収増益
・マシナリー事業（産業機器）: 

⾃動⾞・⼀般向けでの中国需要の回復により、⼤幅増収
・N&C事業:      

カラオケ店舗の時間短縮営業、業務⽤カラオケ機器の需要の落ち込みにより厳しい状況が続く
・ドミノ事業︓

需要の緩やかな回復に伴い、C&M製品本体に加え、C&M・DPともに消耗品が堅調に推移
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【2020年度の通期業績予想】

N&C事業における事業環境の悪化を⾒込むものの、主に第３四半期における想定を上回る業績の好調さを受け、
通期連結業績予想を上⽅修正いたします。

・P&S事業︓
第3四半期における想定を上回る業績の好調さ、在宅勤務向け需要の継続による
SOHO製品本体の堅調な推移、および消耗品需要の緩やかな回復を⾒込み上⽅修正

・P&H事業︓
第３四半期における想定を上回る業績の好調さ、家庭⽤ミシンでの⼿作り需要の継続を⾒込み上⽅修正

・マシナリー事業（産業機器）︓
⾃動⾞・⼀般機械向けの中国の需要の回復を⾒込み上⽅修正

・N&C事業︓
新型コロナウイルス感染症再拡⼤による影響、店舗の減損費⽤も加わり、下⽅修正

【2020年度 配当予想】

・最近の業績動向等を踏まえ、通期連結業績予想を上⽅修正いたしましたが、欧⽶や⽇本における新型コロナウイルス感染症の
再拡⼤などの影響により、最終的な業績は今回公表した予想に対して乖離する可能性があります。

このような状況を鑑み、当期の期末配当予想については現時点では未定とさせていただき、当期の業績が確定した段階で
改めて株主還元⽅針（配当性向35％）に基づき期末配当を確定し、公表させていただきます。
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2020年度 第３四半期は、当初の想定を⼤幅に上回り、増収増益の決算となりました。

売上収益は、前年⽐ 110 億円増収となる １,774億円 となりました。

利益⾯は、
事業セグメント利益は、 130億円増の 314億円
営業利益は、 114億円増の 303億円
親会社四半期利益は、 85億円増の 228億円 と⼤幅な増益となりました。

事業セグメント利益率は、約18％と⾼い⽔準となりました。
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事業セグメントごとの業績⼀覧です。
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20年度 第３四半期の売上収益の増減要因です。
ご覧のとおりP&S事業、P&H事業、マシナリー事業が⼤きくプラス、N&C事業が⼤きくマイナスとなっているのが
ポイントです。

・P&S
SOHO向け製品の好調な推移が継続したこと、消耗品需要の回復により、増収となりました。

・P&H
家庭⽤ミシンでの⼿作り需要が継続し、普及機を中⼼に好調に推移したことで、⼤幅増収となりました。

・マシナリー
⼯業⽤ミシンの需要の弱さは継続も、産業機器は、⾃動⾞・⼀般機械向けの中国需要の回復が牽引し、
増収となりました。

・N&C
店舗の時間短縮営業による影響、業務⽤カラオケの需要減により、⼤幅減収となりました。

・ドミノ
C&M製品本体、消耗品（C&M・DP）が堅調に推移し、増収となりました。

為替のマイナス影響が全社で26億円あるものの、
全体としては110億円 増収の１,774億円となりました。
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事業セグメント利益の増減要因です。主な要素についてコメントします。

・売上増減
P&S事業では、好調な需要を受けて、⼤幅増

・価格変動
主にP&Sによるものです。在庫不⾜のためプロモーションが実施できなかったことなどにより
平均単価があがりました。

・コスト変動
主にマシナリー事業、P&S事業によるものです。

・為替影響
ほぼP&S事業によるものです。主にユーロ⾼による影響が利益にポジティブに効きました。

・販管費増減
N&C事業、マシナリー事業での経費削減効果がありました。
P&S事業での販管費は、Q3ではほぼ前年同等の⽔準です。

これらにより、2020年度 第３四半期の事業セグメント利益は、前期⽐プラス130億の314億となりました。
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第３四半期の好調な推移により、2020年度 第３四半期累計期間は、増益の決算となりました。

売上収益は、前年⽐ 174 億円減収となる 4,675億円 となりました。

利益は、全ての段階利益において増益に転じており、

事業セグメント利益は、 88億円増の 633億円
営業利益は、 74億円増の 628億円
親会社四半期利益は、 60億円増の 475億円 となりました。
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事業セグメントごとの業績⼀覧です。
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2020年度 第３四半期累計期間の増減要因です。

・P&S
SOHO向け製品は好調に推移し、消耗品需要も緩やかな回復基調も、オフィスでのプリントボリュームの減少、
インク製品・消耗品の供給遅延による影響を補いきれずに減収

・P&H
家庭⽤ミシンでの⼿作り需要が喚起され、普及機を中⼼に好調に推移し、⼤幅な増収

・マシナリー
産業機器は中国での需要回復がみられるものの、⼯業⽤ミシンの需要の弱さを補いきれず減収

・N&C
店舗の休業や時間短縮営業、業務⽤カラオケ機器の需要減により⼤幅減収

・ドミノ
C&M製品本体、消耗品（C&M・DP）の消耗品が堅調に推移し、ほぼ前年並みの⽔準へ回復

加えて、為替のマイナス影響が全社で91億円あり、全体で174億円 減収の 4,675 億円となりました。
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事業セグメント利益の増減要因です。

ご覧の通り、主にP&H事業の売上増、P&S事業の価格変動、全事業での販管費の抑制効果により、
増益となりました。

これらの結果、
2020年度 第３四半期累計期間の事業セグメント利益は、前年⽐プラス88億円の633億円となりました。
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通期の業績予想は、
主に第３四半期でのP&S事業、P&H事業における想定を上回る業績の好調さにより
下期の業績が前回予想を上回る⾒通しとなったことから、11⽉に公表した通期の連結業績予想を修正します。

2020年度通期の売上収益は、前回予想⽐ 250 億円 増収となる 6,250億円

利益は、
事業セグメント利益は、170 億円増の 720 億円
営業利益は、 150 億円増の 685 億円
親会社当期利益は、 110 億円増の 510 億円

前回予想との⽐較では、⼤幅な上⽅修正となります。
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事業セグメントごとの業績予想の⼀覧です。
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20年度通期の売上収益の 前回予想からの修正要因です。

・P&S
Q３での業績の好調さに加え、年間を通じての在宅勤務向け需要の堅調な推移を⾒込み、
上⽅修正

・P&H
Q3での業績の好調さに加え、在宅時間が増えたことによる⼿作りへの需要が増加し、
普及機を中⼼とした販売の好調さを受け、上⽅修正

・マシナリー
⼯業⽤ミシンの需要の回復には時間がかかる⾒込みも、産業機器の⾃動⾞・⼀般機械向けへの
中国需要の回復を受けて上⽅修正

・N&C
新型コロナウイルス感染症再拡⼤の影響による需要の落ち込みを⾒込み下⽅修正

・ドミノ
主にQ3での業績の堅調さを受けて上⽅修正

加えて、為替のポジティブ影響が全社で 27億円あり、前回予想⽐250億円引き上げの6,250億円を
⾒込んでいます。



18

事業セグメント利益の増減要因です。

主に第３四半期でのP&S事業の好調さを受け、事業セグメント利益を上⽅修正します。

これらの結果、2020年度 通期の事業セグメント利益は、
前回予想から 170億円引き上げとなる720億円を⾒込んでいます。
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財政状態については、特に⼤きな変化はありません。
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・設備投資、減価償却費、研究開発費とも、前回予想からの変化はありません。



21

最近の業績動向等を踏まえ、通期連結業績予想を上⽅修正いたしましたが、欧⽶や⽇本における新型コロナウイル
ス感染症の再拡⼤などの影響により、最終的な業績は今回公表した予想に対して乖離する可能性があります。

このような状況に鑑み、当期の期末配当予想については現時点では未定とさせていただき、当期の業績が確定した段
階で改めて株主還元⽅針（配当性向35％）に基づき期末配当を確定し、公表させていただきます。
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P&S事業の第3四半期の売上収益は、1,092億円。現地通貨ベースでの伸び率は7.0％の増収となりました。

・ 通信・プリンティング機器
売上収益は963億円。現地通貨ベースでの伸び率は7.4％の増収となりました。

レーザー複合機・プリンター︓
在宅勤務や在宅学習の機会が増加したことにより、SOHO向けの製品への需要は第３四半期においても堅調でした。
SMB向け製品の需要も回復基調にあり、⼀部のSOHO向け製品の在庫不⾜を補完して、想定を若⼲上回りました。
消耗品については、グローバルで好調に推移しました。

インクジェット複合機︓
在宅勤務や在宅学習の機会の増加により需要は拡⼤し、インクジェット製品の供給遅延は回復傾向にあるものの、
販売数量は、⼤幅に減少しました。⼀⽅で、インク消耗品は空輸対応の継続により、供給遅延はほぼ解消し、
グローバルで好調に推移しました。

・ 電⼦⽂具
売上収益は129億円で、現地通貨ベースでの伸び率は4.0％の増収となりました。
⽇本はラベリング、ソリューションともに好調に推移しました。
その他の地域においても、第１四半期で落ち込んだ需要は回復基調にあります。

事業セグメント利益は、243億円。対前年でプラス66.9％の⼤幅な増益となりました。
SOHO向け製品本体の需要が第３四半期でも継続したことに加え、想定を上回る消耗品の好調さなどによるものです。

通期⾒通し︓
好調に推移した第３四半期の業績を受けて、通期⾒通しを上⽅修正します。

レーザー（LBP）では、在宅勤務などへの新しい働き⽅の広がりにより、SOHO向けのプリンター・複合機の製品本体の
需要の強さは、年間を通じて好調に推移することが⾒込まれます。
消耗品については、年間を通じ、需要は回復基調であるものの、オフィスでのプリントボリュームの減少により、
SOHO・SMBともにコロナ前の⽔準までにはもどらないと⾒ています。

インクジェット（IJP）については、インク消耗品の供給不⾜はほぼ解消も、製品本体の供給不⾜は年間を通じて
影響が続く⾒込みです。
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主要製品の売上伸び率・構成⽐です。

・売上伸び率（現地通貨ベース）
レーザー（LBP）の売上伸び率は、本体がプラス21%、消耗品はプラス２％となりました。

インクジェット（IJP）の売上伸び率は、製品本体の供給遅延による影響がQ3でも継続し、
コロナ前までの⽔準にはもどらずマイナス9％となりました。IJPの消耗品は、19Q3の⽔準が低かった反動もあるものの、
増産および空輸対応により在庫不⾜がほぼ解消されグローバルで好調に推移し、プラス10％となりました。

・販売台数伸び率︓
レーザー（LBP）では、SOHO向け製品の販売が好調に推移し、プラス６％となりました。
インクジェット（IJP）では製品本体の供給遅延による影響が継続し、マイナス24％となりました。
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P&H事業の第3四半期の売上収益は161億円、
現地通貨ベースの伸び率では、プラス42.2％の⼤幅な増収となりました。

家庭⽤ミシンは、コロナ影響を受けた各国でのロックダウンや、在宅勤務の機会の拡⼤により、
⾃宅で過ごす時間が増えたことで、⼿作り需要が継続し、普及機を中⼼にすべての地域において販売は好調に推移しました。

事業セグメント利益については、主に売上増による効果により、
前年同期の14億円に対して、27億円増の41億円となり、⼤幅な増益となりました。

通期については、第３四半期での好調な業績を受け、前回予想から上⽅修正し、⼤幅な増収増益となる⾒通しです。
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マシナリー事業は、第3四半期では売上、利益とも堅調に推移しました。

第３四半期の売上収益は、マシナリー事業全体で221億円。現地通貨ベースでの伸び率は、プラス18.8％の増収となりました。

売上収益の内訳は、
⼯業⽤ミシンが69億円、産業機器が108億円、⼯業⽤部品が43億円となりました。

・⼯業⽤ミシン
⼯業⽤ミシンセグメントでは、ガーメントプリンターおよび⼯業⽤ミシンの２つの製品カテゴリーを扱っています。
ガーメントプリンターについては、ECサイトを利⽤するお客様からの引き合いが強く、需要拡⼤が続いたものの、
⼯業⽤ミシンについては、設備投資需要の落ち込みが続き、事業全体で減収となりました。

・産業機器
⾃動⾞・⼀般機械向けでの主に中国における需要回復により、増収となりました。

・⼯業⽤部品
需要は緩やかに回復し、ほぼ前年並みの⽔準となりました。

利益については、⼯業⽤ミシンの設備投資需要の落ち込みは続いているものの、産業機器の増収による効果に加え、
販管費の削減に努めたことにより、事業セグメント利益は前年同期の8億円に対して、14億円増の22億円。

営業利益は、⼯業⽤ミシンの⽣産体制⾒直しにともなう⼀時的な費⽤の発⽣があったものの、
ガーメントプリンター、産業機器の好調な推移により、前年同期の8億円に対して、6億円増の13億円と、
事業全体で⼤幅な増益となりました。

通期については、
⼯業⽤ミシン事業の回復には時間がかかる⾒込みであるものの、
産業機器での⾃動⾞・⼀般機械向けでの中国の好調さが継続することを⾒込み、事業全体として前回予想から上⽅修正します。
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N&C事業は、カラオケをとりまく環境の⼤きな変化により、厳しい経営環境が続いています。

第3四半期の売上収益は、88億円、対前年でマイナス29.8%の⼤幅な減収となりました。

利益については、
販管費の削減を積極的に進めたものの、新型コロナウイルス感染症の再拡⼤による店舗の時間短縮営業、
及び業務⽤カラオケ機器販売の落ち込みによる売上の減少による影響を補いきれず、
事業セグメント利益は ６億円の⾚字、営業利益は 7億円の⾚字になりました。

通期については、新型コロナウイルス感染症の再拡⼤による事業環境のさらなる悪化を受け、Q4の⾒通しを引き下げています。
加えて、店舗事業の採算性悪化にともなう固定資産の減損損失をQ4で計上する⾒込みとなったため、営業利益については、
前回予想からの⼤幅な引き下げとなります。
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ドミノ事業の第3四半期の売上収益は176億円、ポンドベースの伸び率では、前年⽐ プラス2.5％の増収となりました。

地域別では、アメリカ、アジアが好調であり、コロナ影響を受けて需要が低調であった欧州も回復基調にあります。

製品本体は、DPは需要は弱いものの、C&Mは堅調であり、消耗品は、C&M・DPともに堅調に推移しています。

事業セグメント利益については、増収の効果に加え、販管費の減少により、
前年同期の８億円に対して、5億円増の13億円となり、増益となりました。

為替差損の影響があるものの、営業利益も前年同期の７億円に対して、3億円増の10 億円となり、増益となりました。

通期については、主にQ3での業績の堅調さを受け、売上、事業セグメント利益については⾒通しを引き上げますが、
営業利益については、為替差損の影響を織り込み、⾒通しを引き下げます。
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